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究結果とを比較し関連付けた。分光学的手法として広く用いられている分光光度計に加えて、文化財を見る
角度の違いによる色彩変化が評価できる文化財分野として新たに研究手法である変角分光イメージング法を
導入し研究を推進し、成果を上げている。見る角度の違いによる色彩変化が表面層の構造に起因しているこ
とを見出した。このように、表面の構造と変角分光イメージングを用いた色彩測定結果との関係を先に調べ
た文化財試料と比較することで着色技法の妥当性について研究を進めている。本論文では、十ミクロンオー
ダーと極微小ではあるがサンプリングが必要な走査透過電子顕微鏡観察と非破壊で見る人の目線で測定でき
る変角分光イメージング法との対比を取ることで新たな測定手法を確立している。本論文では文化財の研究
に新たな測定手法を導入することにより、これまで見えなかった新たな事実をつかむとともに、多方面への
適用の可能性があり、今後の文化財研究へ広く適用できることを示唆している。この点が保存科学的な意義
が大きく高く評価できる第一の点である。 
つづいて、前述の文化財試料の保存科学的な研究結果をベースとして、着色技法と制作技法の復元に関す
る研究結果について述べている。江戸時代の工芸技法に関する文献資料がほとんどない中で、実験的に追及
していくことが重要で、その場合、評価手法が重要である。そこで、先の研究から得られた成果の適用最初
が制作当時の着色技法の研究である。この技法を実験的に復元することを試みている。江戸時代試料の着色
には梅酢と言う天然化合物が用いられ、この処理液の成分の分析の結果を受けて試薬で処理を行いそれぞれ
の成分の役割を明らかにしている。また、制作技法についての研究を実験的な視点から行っている。その評
価を走査型電子顕微鏡による形態観察を中心に、内部応力の測定など多角的な視点から検討を行っている。
このような模擬試料の作製を通して、制作技法のポイントとなる点を明らかにしている。先に確立した評価
手法が有効であることを示すと同時に、試料から様々な技法を推定しており、評価手法および得られた結果
は保存科学的意義が大きく、高く評価できる第二の点である。 
最後に、文化財試料の保存について模擬試料を作製して研究を行った。保存性の評価を均一腐食である酸
素による乾食と水と酸素の相互作用による湿気腐食の両面から研究を行っている。これは文化財試料の分析
から得た結果がベースにある。その結果、共晶合金であるAg-Cu系については乾食より湿気腐食が保存に影響
することを明らかにした。また、文化財試料の刻印部に生じた局部腐食に着目し、その原因が打刻により生
じた内部応力が原因であることを明らかにした。このような文化財試料の詳細な観察と模擬試料による検討
から保存性を明らかにできた。この点は金属文化財保存にとって意義が大きく保存科学的に評価できる第3
の点である。 
本申請論文は上述の内容を7章にまとめ、学会投稿論文は和文：1報、国際会議論文：1報が公開され、審査
中が2報、投稿準備中が1報であり、当研究室の課程博士修了内規の学会投稿論文3報分以上である点も十分に
満たしている。 
以上のことから、本申請論文は博士(文化財)の学位を授与するのに十分な内容および水準であると判断で
きる。 
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